
第55回香川県環境審議会計画部会
日時：令和７年５月27日（火）午前10時30分～
場所：香川県庁本館12階大会議室

資料１



１ 開会
２ あいさつ
３ 議題
香川県環境基本計画等の策定について
（次期計画の基本目標及び施策体系等の案）
①香川県環境基本計画
②香川県地球温暖化対策推進計画
③香川県廃棄物処理計画

４ その他
５ 閉会

次第
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【関連条例】
・香川県生活環境の保全に関する条例
・香川県自然環境保全条例 など

・香川県地球温暖化対策推進計画
・香川県廃棄物処理計画
・香川県鳥獣保護管理事業計画
・瀬戸内海の環境の保全に関する香川県計画など

香川県みどりの基本計画

香川県環境基本計画
（令和３年度～令和７年度）

「人生100年時代のフロンティア県・香川」実現計画
（令和３年度～令和７年度）

第六次環境基本計画
※令和６年５月閣議決定

施策の方向性

施策の実施

〈環境分野の基本計画〉

〈県政運営の基本指針〉

第15条第9条

〈個別計画〉

国県

１

【関連法】
・環境教育等促進法
・環境影響評価法
・地球温暖化対策推進法、気候変動適応法
・廃棄物処理法、循環型社会形成推進基本法
・自然環境保全法
・生物多様性基本法
・大気汚染防止法 など



①香川県環境基本計画の策定について
１ 計画策定の趣旨

２ 計画の位置づけ・性格

３ 計画の期間

４ 計画の対象範囲

※緑化の推進とみどりの保全を総合的かつ計画的に推進するものは、「香川県みどりの基本計画」で取り扱う。

・本県の環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために策定する。

・「『人生100年時代のフロンティア県・香川』実現計画」の環境に関する分野別計画

・香川県環境基本条例第９条に基づく計画

・環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律第８条に基づく「環境教育
等の推進に関する行動計画」として、また、生物多様性基本法第13条に基づく「生物
多様性地域戦略」として位置付け

・令和８(2026)年度から令和12(2030)年度までの５年間

・環境全般 ２



①香川県環境基本計画の策定について
５ 計画の基本的な考え方

・複雑・多様化する環境の課題に、県民をはじめあらゆる主体が一体と
なって取り組むことが必要であるため、県民一人ひとりの環境保全に対
する意識を高め（「人づくり」）、あらゆる主体の取組みが地域に根差し
（「地域づくり」）、連携・協働したものとなる施策を展開する。

・地球温暖化対策の推進、循環型社会の推進、自然と共生する地域づく
りの推進、安全・安心な生活環境の保全を柱とした施策を実施すること
で、 本県の環境課題の解決を図るとともに、ＳＤＧｓの目標達成にも貢
献していく。

・環境と成長の好循環を図り、グリーン社会を実現するため、コロナ禍
以降の社会経済情勢等の変化等も踏まえ、環境保全施策に、より積極
的に取り組む。 ３



将来像

分野ごとの基本目標

①香川県環境基本計画の策定について

（現行計画）県民みんなでつくる 人と自然が共生する持続可能な香川

環境と成長の好循環が図られるグリーン社会の実現

【各分野にまたがる基盤整備・地域づくり】
環境を守り活かす人づくり・地域づくりの推進

【地球環境分野】地球温暖化対策の推進
【資源循環分野】循環型社会の推進
【自然環境分野】自然と共生する地域づくりの推進
【生活環境分野】安全・安心な生活環境の保全

４



施策体系

①香川県環境基本計画の策定について

５



②香川県地球温暖化対策推進計画の策定について
１ 計画策定の趣旨

２ 計画の位置づけ・性格

３ 計画の期間

・温室効果ガスの排出削減等を図る「緩和」策と気候変動への影響に
対応する「適応」策を総合的かつ計画的に推進するために策定する。

・「香川県環境基本計画」の地球環境分野に関する個別計画

・地球温暖化対策の推進に関する法律第21条に基づく「地方公共団体
実行計画(区域施策編）」

・気候変動適応法第12条に基づく「地域気候変動適応計画」

・令和８(2026)年度から令和12(2030)年度までの５年間
６



②香川県地球温暖化対策推進計画の策定について
４ 計画の基本的な考え方

・本県が掲げる「2050年までに二酸化炭素の排出を実質ゼロにす
ることをめざす」という目標における、令和12(2030)年度までの温
室効果ガス排出量削減に向けた取組みを取りまとめる。

・温室効果ガスの排出量を抑制する「緩和」策とともに、現在及び
将来に生じる気候変動の影響に対して被害を回避・軽減する「適
応」策に取り組むことで、地球温暖化対策の推進を図る。

・本計画については、国と方向性を一にして取り組むことが基本で
あり、国の地球温暖化対策計画等の内容を十分に踏まえつつ、本
県の地域特性や実情に即して策定する。

７



②香川県地球温暖化対策推進計画の策定について
基本目標

温室効果ガス排出量の削減目標

施策区分

県民みんなで取り組むカーボンニュートラルの実現
（現行計画）脱炭素社会の実現に向けて地域とともに取り組む地球環境の保全

令和12(2030)年度に平成25(2013)年度比で46％削減
（目標設定の考え方）
令和７年２月に改定された国の地球温暖化対策計画では、これまでどおり、2030年度に
2013年度比46％減の削減目標が明記されており、それに即して設定する。

・地球温暖化の防止を図るための対策（緩和策）

・地球温暖化による被害を回避・軽減するための対策（適応策）
８



施策体系

②香川県地球温暖化対策推進計画の策定について

９



③香川県廃棄物処理計画の策定について
１ 計画策定の趣旨

２ 計画の位置づけ・性格

３ 計画の期間

・環境への負荷ができる限り低減される循環型社会の形成をめざして、本県の廃
棄物政策を総合的かつ計画的に推進するために策定する。

・循環型社会形成をより一層推進する観点から、計画名を「香川県廃棄物処理計
画」から「香川県循環型社会推進計画」へ変更する。

・従来の「香川県廃棄物処理計画」に「プラスチック資源循環」や「食品ロス削減」
に関する事項などを追加する。

・「香川県環境基本計画」の資源循環分野に関する個別計画

・廃棄物処理法第５条の５に基づく計画

・令和８(2026)年度から令和12(2030)年度までの５年間 10



③香川県廃棄物処理計画の策定について
４ 計画の基本的な考え方

・環境への負荷をできる限り低減するため、引き続き、普及啓発等による
廃棄物発生抑制の推進や各種リサイクル制度の円滑な推進・拡充によ
るリサイクル率の向上等、３Rの推進に取り組む。

・近年課題となっているプラスチック資源循環や食品ロスへの対応を行
う。
⇒「香川県廃棄物処理計画」と「香川県食品ロス削減推進計画」を
統合し「香川県循環型社会推進計画」とする。

・廃棄物処理施設の確保と維持管理、監視指導体制の充実・強化や不
法投棄・野外焼却対策の強化による廃棄物適正処理の推進に取り組む。

・災害廃棄物処理体制の充実・強化に取り組む。 11



③香川県廃棄物処理計画の策定について
基本目標

施策区分

循環型社会の推進による持続可能な香川の実現
（現行計画）環境への負荷を低減させる持続可能な循環型社会の形成

・循環型社会づくりの推進
－ ３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進
－ プラスチック資源循環の推進
－ 食品ロス削減の推進

・廃棄物の適正処理の推進

・災害廃棄物処理対策の推進
12



施策体系

③香川県廃棄物処理計画の策定について

13



【今後のスケジュール（予定）】

令和７年 ８月 第56回香川県環境審議会計画部会
（香川県環境基本計画等の骨子案について）

令和７年１０月 第57回香川県環境審議会計画部会
（香川県環境基本計画等の素案について）

令和８年 １月 第58回香川県環境審議会計画部会
（香川県環境基本計画等の最終案について）

※詳細な日時については、別途、調整させていただきます。
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